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れている。この実験においては，偏極した 12B 及び 12N 核から放出きれるベータ線の非対称度を，ベ
ータ線エネルギーの関数として測定し，疑テンソル項の存在についての知見を得た。
12B 及び 12N 核は，次のような理由でこの測定に適している。イ)放出されるベータ線のエネルギー
が最大13.9及び16.8MeVと高い。ロ)これら二つのベータ崩壊は荷電空間で鏡映関係にある。ハ)核









測定の結果，ベータ線非対称度のエネルギー依存性の係数“<<t:"として， 12B ではαー=+ (0.31:1 
0.06)%/MeV, 12N では<<t-=一 (0.21士 0.07) %/MeV が得られた。ここで<<t:は非対称度 A の A=P
(p/E)(l+ <<t: E) なる関係で与えられる (P は極偏極の大きさ， p及びE はベータ線.の運動量とエネル
ギー )0 CVC 理論による予測値は α-::::0.10%/MeV 及び、民ご一0.17%/MeV である。一方，疑テンソ
ル項の叫への寄与はその大きさが等しく符号が逆であると予測されるので，実験と理論とを (α一一民)

















する。ホウ素 12B 核と窒素 12N 核の炭素 12C 核へのベータ崩壊はその一例である。ベータ崩壊の現象で
は，通常空間でのパリティ非保存の結果として，スピン偏極核よりのベータ線は偏極方向に非対称に
放出される。またスピン偏極核 12B と 12N のベータ線放射の非対称度は相対論的効果と中間子の効果
によってベータ線のエネルギーに依存することが理論的に予言されている。
本研究における実験は次のごとく行われた。
1 )原子核反応， llB (d, p) 12B 又は IOB eHe, n) 12N，においてその反跳生成核を入射粒子線に対して






実験の結果， 12B と 12N のベータ崩壊では，非対称度がエネルギーに依存することが見出されると共
に，その大きさが， G-パリティ保存を仮定した今迄の理論的予測とは，誤差の範囲を超えて有意に異
なることが見出された。このことは原子核のベータ崩壊では G-パリティが保存されないとする考え方
に有利である。
以上のごとく谷畑君の研究は，弱い相互作用の基本的問題について有用な知見を得たものであり，
理学博士の学位論文として十分値あることを認める。
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